
   

科学研究費助成事業（基盤研究（Ｓ））研究進捗評価 
 

 
【令和２(2020)年度 検証結果】 
検証結果   当初目標に対し、期待どおりの成果があった。 

有限自己同型群を持つエンリケス曲面の完全な分類を標数２で決定した研究代表者の

研究成果は高く評価できる。また、自己同型群が非有限生成な射影代数多様体の明示的構

成や弦理論における２つの moonshine 現象の間の双対性の発見など、研究分担者もそれ

ぞれの研究テーマで十分な研究成果を上げている。なお、研究計画調書で提示されたテー

マ間相互の関係の研究については、明確な成果がやや見えにくいが、総合的に判断して期

待どおりの成果があったものと評価する。 
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【平成 30(2018)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
○ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 

本研究は、代数幾何学にとどまらず数理物理学等周辺分野も含めた広い観点から、格子理論や保型形式

論を用いた代数多様体の自己同型群やモジュライ空間の研究をすることを主な目的としている。標数２

の代数閉体上の有限自己同型群をもつエンリケス曲面について、最大のテーマとしているその完全な分

類と構成に研究代表者らが早くも成功したことは、学術的価値が極めて高く当初目標を超える研究の進

展と言える。対称領域の算術商の小平次元の決定、K3 曲面の超弦理論における Mathieu moonshine と

Umbral moonshine との双対性という新たな知見の獲得など、その他のテーマに関する研究分担者らの

研究も順調に進展しており、格子理論、保型形式、鏡映群などの高度な手法を用いたモジュライ空間の詳

細な研究及びその様々な応用について、今後更に期待以上の成果が見込まれる。 


